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【指標値および事業費の推移】

指標名 単位 目標値 目標年度

①
対象指標

②

①
活動指標

②

①
成果指標

②

①
効率指標

②

トータルコスト 千円[ ]

（事業費） 千円[ ]

（職員人件費） 千円[ ]

【環境変化等】

開始時周辺環境（背景） 現状周辺環境 今後周辺環境（予測） 住民意向分析

平成 年度28 （事中・事後評価）

高松第一高等学校校舎等改築事業

教育局 高松第一高等学校事務局 087-861-0244

心豊かな人と文化を育むまち

生きる力を育む教育の充実 市

学校教育環境の整備 平成 年度～24 平成 年度27

学校教育施設の整備 114,669

重点取組課題１

学校教育法

自治事務 事中・事後

起債

114,669

高松第一高等学校は、校舎等の老朽化が顕著であることから、生徒の安心と安全を堅持し、快適な学習環境を確保するため、県内唯一の市立高校と
しての使命と役割を踏まえ、ソフト・ハードの両面から総合的に検討を行い、施設の全面改築を実施する。

高松第一高等学校改築工事

高松第一高等学校改築工事の主な事業数

老朽化の著しい施設を改築するため、必要な事業を実施する。

実施した事業数

老朽化が著しい施設の改築等により、教育環境の改善を図る。

改築工事事業進捗率

安全で快適な教育環境の下で、生きる力を育む教育の充実が図れる。

トータルコスト百万円当たりの事業実施件数

平成 年度25 平成 年度26 平成 年度27

件 9 9 8

件 3 3 5

％ 33.3 33.3 33.3

件 0.38 0.27 0.06

7,753 11,453 88,020

310 4,072 72,666

7,443 7,381 15,354

市内の県立高校の改築が次々と実施 耐震補強工事は実施したものの、施 できる限り早期に、教育環境の悪化 安全・安心で、充実した教育環境の
される中、高松一高だけが取り残さ 設自体の老朽化は今後も進行するこ と安全の確保への対応が必要となっ 整備については、卒業生を始め、市
れ、施設の老朽化が放置できない状 とから、引き続き教育環境の悪化と ている。 民の要望は高い。
況にある。また、近い将来、東南海 安全の確保への対応が必要である。
・南海地震の発生が予想されている
ところであるが、当該施設は避難所
に指定されており、教育環境の悪化
と安全の確保への対応が必要となっ
てきた。



【妥当性評価】

【有効性評価】

【効率性評価】

【一次評価】

評価区分

改革案 期待効果

コスト
阻
害
要
因

削減 維持 増加内
容 向上

維持成果

低下

【二次評価】

評価区分

１．事業の実施主体として市の関与は妥当か

法令等により市が実施しなければならないA
高松市立である高松第一高等学校の施設の整備については、設置者の市が実施すべきである。

２．事業の上位目標である施策に貢献しているか

貢献度が大きいA
教育環境の整備については、卒業生・保護者はもとより、市民の関心は高い。

３．成果を上げるため、またコストを削減するため、対象あるいは意図（目指す状態）を拡充・縮小する必要があるか

A必要性はない
生徒により良い学習環境を提供する必要がある。

４．事業を廃止・休止した場合に影響があるか

A影響は大きい
政策会議及び教育民生調査会において、創立９０周年に当たる平成３０年を目途に全面改築を行うという改築整備の基本的な考え方について了承済みで
ある。

５．市民協働の実施状況はどうか（どのような市民参画・市民活動との連携等を実施したか）

A事業のプランづくりの段階からＮＰＯ、市民団体が参加している
外部委員で構成する基本構想懇話会での意見を参考に、改築基本構想を策定した。

６．事業の成果（成果指標値）を向上させる余地はあるか

B向上余地が考えられる（中小程度）
平成２６年度に策定した改築基本構想に基づき計画的に事業を推進している。

７．事業執行上の見直しを行ったか（昨年度何か業務の見直しを行ったか）

A実施済み／実施する必要がなかった
県立高校のほか、先進校等の改築実績等を参考に取り組んでいる。

８．成果目標値に対する実績値（達成度）はどうだったか

B目標どおり達成できた
改築基本構想に基づき計画的に事業を実施している。

９．成果を達成するための活動量（活動目標値に対する実績値）はどうだったか

A目標以上に達成できた
改築基本構想に基づき計画的に事業を実施している。

１０．コスト縮減ができたか

D縮減できなかった
できる限りコストを抑えるため、今後の設計等の段階で、施設の規模や工法等を検討したい。

継続

老朽化の著しい施設を改築し、生徒が安心・安全で良好な教育環境で勉学等に専念できるため、優秀な人材が輩出され、市民の負託にこたえることがで
きる。

継続

教育環境の改善と安全の確保への対応は必要不可欠であり、校舎改築に向けての事業実施は必要である。


